
 

Stage Up257号 令和8(2026)年4月1日発行 財団からのお知らせ 

クイズに答えよう！

を 

ここに置く 

R8 夏休み特別講座 「楽しい！ キッズセミナー」 

日時 

会場 

講師 

対象 

「楽しい！キッズセミナー」って 
どんなことをするの？ 

■ （公財）川崎市生涯学習財団

事業推進室 キッズセミナー担当

電 話 044-733-6626

（平日８時 30 分～16 時 45 分） ホームページ

■ （公財）川崎市生涯学習財団

事業推進室 陶芸担当

電 話 044-733-5893

（平日８時 30 分～16 時 45 分）

令和８年度 

ホームページ

日時 

会場 

対象 

内容 

令和８年７月５日(日)・８月２日(日) 
午前 9時 30分～12時 

川崎市生涯学習プラザ 地下１階実習室 
小学５年生～中学２年生 

1 ㎏（ご飯茶碗２個分程度）の粘土を使い、当プラザ 
陶芸教室の受講生ボランティアの指導の下、自分だけの

オリジナルのマグカップづくりに挑戦します。マグカップ
の他に、小皿や箸置きなどを作ることもできます。

 ７月５日に粘土をこねて形を作る「形成作業」、その後、
その作品を乾燥期間に素焼きし、８月２日に絵を付けて釉
薬（うわぐすり）をかける「施釉作業」が行われます。 
施釉作業は当プラザ陶芸教室ならではの工程で、通常の陶
芸教室ではなかなか体験できない貴重なものです。 

 毎年、参加者の皆さんは、様々な工夫を凝らして、 
思い思いの作品作りを楽しんでいます。 

令和８年７月２１日(火)～２４日(金) 
午前の講座 10 時～12時 
午後の講座 13 時～15時 

川崎市生涯学習プラザ 
中原区今井南町 法政二中学・高校近く 

川崎市高津市民館 
 高津区溝口 ノクティプラザ２ 11 階 
認定 NPO法人教育活動総合サポートセンター
に登録された経験豊富な先生方他 
小学３年生～６年生 

これまでに学校の学習や活動で培った力を
ベースに、個々の興味や関心を広げたり、
深めたりする内容を行います。 

身体を動かしたり、ものに触れたりする体
験的な活動を通して、心や思考力を養う機
会にします。 

夏休みでなければ体験できない内容を準備
しています。 

【応募方法】 
左記の二次元コードから解答フォームへア
クセス、または、①答え ②〒・住所 ③氏名 
④本誌の入手場所 ⑤今号で良かった記事
(理由)を書いて、はがき、FAX、Eメールで
応募してください。 

※締切 ２０２６年5月１1日（月）必着
※正解 ホームページ及び次号に掲載
※正解者3名に500円の図書カードを贈呈

（発表は発送に代えさせていただきます）
〒211-0064 中原区今井南町 28-41  
川崎市生涯学習財団 Stage Up（ステージアップ）担当 

Eメール：stage-up@kpal.or.jp 
TEL 044-733-5811  FAX 044-739-0085 

※個人情報は、発送業務以外の目的では使用しません。 

夢見ヶ崎動物公園に 

昨年度仲間入りしたばかりの 

ロバの名前は？

下の○にあてはまる言葉を入れてください。 

『○○○ちゃん』 ※ヒントｐ.６

◆お楽しみコーナー
Stage Up 257号クイズに答えよう！ 

☆２56号のクイズの答え・・・おにっく 

 

能能もも狂狂言言もも、、思思っってていいたた以以上上にに身身近近  

    想想像像すするる楽楽ししささがが広広ががるる能能楽楽堂堂  
川崎駅周辺のにぎわいから少し歩いた場所に「川崎能

楽堂」はあります。昭和61(1986)年に開館し、今年で40

年を迎えるこの建物は、市民に開かれた能楽の場として

歩んできました。主催公演のほか、貸館としても利用さ

れています。 

客席は148席と、能楽堂としてはコンパクトなつくりで、

舞台と客席の間に白洲(しらす)がなく、見所(けんしょ)

と舞台がとても近いのが大きな特徴です。後ろの席から

でも、演者の息づかいが感じられるほどの距離感であり、

「こんなに近くで見られるとは思わなかった」という声

も多く聞かれます。演じる側にとっても、この距離感は

特別なようで、舞台に立つ緊張感がより高まることもあ

るそうです。すぐ目の前で繰り広げられる世界を感じら

れることで、物語の世界に自然と引き込まれていく。そ

れは、「鑑賞する」というより「同じ空間で体験する」感

覚に近いのではないかと思いました。 

また、この能楽堂の能舞台には屋根がありません。限

られた敷地条件の中で、あえて屋根を設けず、「市民ホー

ル」としても使えるように設計されました。能や狂言だ

けでなく、さまざまな表現の場として利用されています。

能舞台という特別な空間でありながら、どこか身近で、

気軽に足を運べる雰囲気があるのも川崎能楽堂ならでは

と言えるかもしれません。 

能楽は舞台装置がない分、自分の想像で肉付けをして、

自分の中でその物語が進んでいくところに独自の魅力が

ある芸能。川崎能楽堂には、能や狂言を入り口に、想像

力を広げ、自分なり

の楽しみ方を見つ

けられる「余白」の

時間が用意されて

いるように感じら

れます。皆さんも、

まずは一度、足を運

んでみませんか。 

 川川
崎崎
区区  

JR「川崎駅」東口より徒歩約 5 分 川川崎崎能能楽楽堂堂  

Stage Up 257号 令和8(2026)年4月1日発行 施設めぐり  市内公共施設等の紹介 

■川崎能楽堂 

〒210-0024 川崎区日進町 1-37 

電 話 044-222-7995 

休館日 水曜日、年末年始 

最最初初のの一一歩歩ををややささししくく後後押押しし  

体体験験ししててみみるるとと、、能能ははぐぐっっとと近近くくななるる 

ああななたたななりりのの使使いい方方がが見見つつかかるる場場所所  

「能や狂言は難しそう」、そ

んな不安をやわらげるための

工夫の一つが、「川崎市定期

能」で行われている事前講座

です。上演前に、出演する能楽 

「こういう使い方はできる
かな」 そう思ったら、まず
は相談してみましょう！ 

毎年夏に開催される「夏休み

能楽体験・鑑賞教室」は、子ど

もから大人まで参加でき、毎回

定員を超える応募があるそう

です。謡(うたい)や仕舞(しま

い)、笛、小鼓(こつづみ)とい

った能を形づくる要素から一

つを選ぶのではなく、すべてを

体験できるのが特徴です。 

 

貸館としての利用は、能や狂言のお稽古や発表会だけ

でなく、日本舞踊、邦楽、演劇、音楽公演など多岐にわ

たります。館内には和室もあり、和室のみの利用ができ

る日もあります。 

ホームページ 

師本人が演目のあらすじや見どころを解説し、ときに

は体験コーナーが設けられることも。少し予習をして

から舞台を見ることで、感じ方が変わると話す方も多

いようです。 

また、狂言のみの公演や、分かりやすい解説付きの

企画もあり、笑いや親しみやすさを通して伝統芸能に

触れられる機会も用意されています。 

舞台装置を大きく組むこと

ができない分、想像力を生か

した表現が求められるのも、

この空間ならではの特徴で

す。自分の表現や物語が際立

つ、そんな使われ方ができる

貴重な施設です。 

お
稽
古
の
場
と
し
て
、
実
際

の
能
舞
台
に
上
が
れ
る
の

も
、
こ
の
能
楽
堂
な
ら
で
は
。 

成人向けの能楽教室(謡曲・ 

仕舞・笛・小鼓)も通年で開講 

しています。講師の能楽師の先生方は、初めて

の人にも分かりやすく導いてくれます。 

管理運営団体 

公益財団法人川崎市文化財団 

夏休み能楽体験・鑑賞教室
（仕舞） 

謡のお稽古 

9 時 30分～ 12時

ホームページ

30分

30分

1 ㎏（ご飯茶碗２個分程度）の粘土を使い、当プラザ
陶芸教室の受講生ボランティアの指導の下、自分だけの
オリジナルのマグカップづくりに挑戦します。マグカップの
他に、小皿や箸置きなどを作ることもできます。

７月５日に粘土をこねて形を作る「形成作業」、その後、
その作品を乾燥期間に素焼きし、８月２日に絵を付けて
釉薬（うわぐすり）をかける「施釉作業」を行います。
施釉作業は当プラザ陶芸教室ならではの工程で、通常の
陶芸教室ではなかなか体験できない貴重なものです。
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